























「生命とは環境との媒介における自己維持的存在」である。Das Leben ist das sich selbst 
erhaltende Sein in der Vermittlung der Umwelt.
だが、このように述べたとき、それでは「環境」とはなんであるかが問われざるを得な



























































































































































































































































































































































































































持つ。」(§ 365 冒頭) 
Dieses Einlassen mit dem Aeusseren, die Erregung und der Prozess selbst, hat aber gegen die 








る限りにおいてであるからである。」(§ 365, 加藤訳 629 ページ) 
Das Hauptmoment in der Verdauung ist die unmittelbare Wirkung des Lebens, als der Macht 
ueber sein unorganisches Objekts, das es sich nur insofern als seinen erregenden Reiz 
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1 この Bei-sich-selbst-Sein im Anders は、その前半部分の Bei-sich-selbst-Sein は、ヘーゲルのエンチ
ュクロペディの第 3 部「精神哲学」の初めに「精神の自由」を述べたところに出てくる言葉で
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して、第 1 に、「巣や洞窟やねぐらを本能的に作ること」、第 2 に、「多くの動物が自分の
武器をあらかじめ備えている」ことがある。このような本能的行為としてとらえられる。
「形成衝動で動物は自分自身を生み出し、それでもなお同じ直接的なものである場合には、
その動物はここで初めて自分自身に満足し、はっきりとした自己感情に到達することにな
る」(邦訳 649 ページ)。
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